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【目的】 

亜鉛トランスポーターは、生体内の亜鉛恒常性を制御する輸送体膜タンパク質

である。循環器における亜鉛恒常性の意義については報告がほとんどないため、

心臓における亜鉛トランスポーターの役割と心疾患との関連について解析を行っ

た。 

【方法】 

①生後 1－3日齢仔マウスの初代培養心筋細胞を用いて、亜鉛トランスポーター

の発現を解析した。 

②酸化ストレスと亜鉛恒常性の関与を検討するため、マウス初代心筋細胞を低

酸素下で培養し、亜鉛トランスポーターの発現変動を解析した。 

③ドキソルビシンが誘導する心毒性を適用し、マウス初代培養心筋細胞と成体

マウス心臓における亜鉛トランスポーターの発現を解析した。 
【結果と考察】 

①初代培養心筋細胞において、亜鉛トランスポーターZip7, Zip13 の発現は比較

的高く、一方で Zip14 は低発現であった。    

②Zip7, Zip13 の発現は酸化ストレス刺激により発現が上昇した。 

③ドキソルビシン投与によって、マウス心臓と初代培養心筋細胞において Zip13
の発現低下が認められた。 

以上の結果から、亜鉛トランスポーターを介して亜鉛恒常性が心機能に重要な

役割を担う可能性が示唆された。今後は、心臓特異的亜鉛トランスポーター欠損

マウスを作成し、心機能や心疾患と亜鉛恒常性との関連を検討する予定である。 


